
感染症情報 ９月３日～９日 

①感染性胃腸炎 

④溶連菌感染症 

②RSウイルス感染症 

③ヘルパンギーナ 

⑤手足口病 

７３４例（堺市   ３１例） 

６９７例（堺市   ７０例） 

２９３例（堺市  １６例） 

２８０例（堺市  ２８例） 

１４４例（堺市  １６例） 

が報告された。 
 

 感染症報告数は前週比３．３％増の２，４２７件であった。 
 

 報告の第１位は感染性胃腸炎で、以下RSウイルス感染症、ヘル 
 

パンギーナ、溶連菌感染症、手足口病の順であった。 
 

 感染性胃腸炎は府下で前週より５％減、堺市では前週より２８％ 
 

減であった。RSウイルス感染症は府下で前週より２６％増、堺市で 
 

５１例→７０例は３７％増であった。ヘルパンギーナは府下で前週よ 
 

り１０％増、堺市で２２例→１６例であった。溶連菌感染症は府下で 
 

前週より６％増、 堺市では前週４１例→２８例であった。手足口病 
 

は府下で前週より１３％減、堺市では前週２０例→今回１６例であっ 
 

た。 
 

 インフルエンザが府下で前週１２例であったのが、今回１５例に 
 

なっている。堺市は５例→２例になった。 
 

 麻疹の報告はなかったが、今回も風疹が２例あった。 

インフルエンザ １５例（堺市    ２例） 

府下小児科２００医療機関（堺市１９）から 

府下インフルエンザ定点３０５医療機関（堺市２９）から 


